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１．【開発目的】我々はヒト免疫応答の解明と臨床診断に有益な新規抗体ライブラリーの開発が評価され、平成13年度に宮崎日日新聞科学賞（宮崎日日新聞社）、平成14年度には野口遵賞（旭化成）を受賞している。この中で補体レセプター（CD93分子）に対する抗体は我々が初めて確立した抗体（米国特許取得No.5,677,150）で、顆粒球・単球・血管内皮細胞に反応する世界唯一の抗体である。現在、（株）医学生物学研究所で製品化され、精製抗体（商品コード: No.D198-3）、蛍光色素標識抗体（商品コード: No.D198-5））２商品を世界に向けて販売している。本研究はCD93抗体の製品紹介と本抗体の疾病予後診断における応用について報告する。
２．【CD93抗体製品の紹介】CD93抗体はヒト免疫応答に関わる顆粒球（図１）、単球（図２）血管内皮細胞（図３）に反応する新規の抗体である。また、Toll様レセプター(TLR)ともクロストークすることから自然免疫の解明に有益な抗体として世界から注目されている。一方、本抗体には血管新生作用があるため、血管の炎症や動脈硬化のメカニズムを解明できる特性もある。最近は肝硬変患者のアポトーシスを起した顆粒球でCD93分子の発現が著明に低下することが証明され、現在、肝硬変の予後診断におけるバイオマーカーとして臨床検査システムに導入中である。また、血液中可溶性CD93分子の検査キットも開発中である。　　　　　　　　　  
３．【CD93抗体製品の応用】本製品の応用・展開には以下のアプローチがある。
（1） ヒト免疫応答の基礎的・臨床的研究 （２）健康食品摂取後の免疫応答の解析　

（3） 動脈硬化症のメカニズム解明や診断 （４）肝硬変の予後診断　

（５）メタボリックシンドローム・生活習慣病の予後診断　　
本研究成果の知的財産化ならびに社会的還元を推進し、平成19年度の西日本文化学術賞の受賞を目指す予定である。
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